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坤 )～exp l- (;) ♂ .genl]
を得る｡ここで
･≡ 乃(読 )p (1.p)- (1′β'
と置いた.十分大きなtについてKWW 関数
◎(i)～exp
がいえることがわかった｡〃は緩和時間に分布があることを教えてくれるパラメタで､〟-0では分子の構
造が無視でき､Debye型の緩和をみせることがわかる.号entについては別に評価を行う｡
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